
研究成果情報 農産 １５ 稲 雑草防除

新技術・情報名
北部九州における早期水稲田での雑草の発生消長と除草剤の効果

的使用法
分類 ①

１．成果の.内容

１）技術・情報の内容及び特徴

北部九州ではここ数年水稲の早期栽培が増加しているが，ここでは早

期水稲作付数年目の圃場における主要雑草の発生消長を明らかにすると

ともに，除草.剤の効果的使用法を確立した。

（１）主要雑草の発生消長

早期水稲での雑草の発生始期は，代かき後８～１８日頃であり，普通期

水稲に 比 べ 全 殻 的 に 遅 い 。 また，年次や草種により大噸な変動がみられ

る。草種別にみると，イヌホタルイは比較的早く，ついでノピエで，代

、かき後８～１０日頃である。一方，アゼナ等の一年生広葉雑草は遅く，代

かき後18日頃である．発生盛期や終期も遅く,発生題間は長い(図’)。
また，雑草の出芽後の出葉展開速度は普通期に比べ遅く，、その遅れのﾉ程

度は草租間に差がみられ，イヌホタルイはコナギより小さい（図２）。

（２）除草剤の効果的使用法

早期栽培での一発処理除草剤の処理時期は，雑草が発生してくる直前

（移植後１２日頃）の散布が効率的である。なお，年吹により雑草発生始

期は異なるので，その年の気象条件（特に気温）や雑草の発生状況を考

慮して散布時期を決定する。

２）技術も情報の適用効果

早期水稲での雑草防除効果が向上する。

３）適用範囲

早期水稲栽培全般。特に，除草剤の持続効果が短い砂額土水田や遅発生

雑草 が多く，除草効果が不十分な地域。

４）成果の利活用・普及指i獣上の留意点

除草剤の種類により登録上の散布時期は異なるので，散布適期幅の広

いものを使 用し ，登 録の 範囲 以上に遅くしない。
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図１雑草発生消長の年次変動幅(元～３年）［､ｳ顔土］

注①０，●：始期,△,▲：盛期,ロ,■：終期

②白ぬき．'･早期栽培,黒ぬり…普通期栽培
③ノピエはＨ３年のみ
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注）①４月18日移植｡雑草量は７月20日に調査。o内は㎡当たり風乾璽ｇ
②移植日は代かき後、砂壊土が２日、埴土が３日
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図２コナギ及びイヌホタルイの

葉齢進度(元～２年，砂製土）

処理時期と除草効果(残存雑草対無処理区)(３年）表]Ｌ早期栽培における除草課の種類、
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共試舗除草剤！
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